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 大飯地域及び高浜地域のPAZ内の住民の県内避難先及び県外避難先は、重複なく確保済み。

越前市

敦賀市

姫路市

高浜発電所 大飯発電所

※高浜町及びおおい町のPAZに該当する地域の県内避難先は共に敦賀市であるが、避難先施設を重複しないように確保。

PAZ内の住民の避難先

京都市

三田市

宝塚市
川西市

神戸市

猪名川町

高浜地域 府県内避難先 府県外避難先

高浜町 敦賀市※

松陵中学校（他１３施設）

三田市
駒ヶ谷運動公園

宝塚市
末広体育館（他１４施設）

猪名町
猪名川ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（他２施設）

舞鶴市 京都市
東山地域体育館(他１０施設)

神戸市
田園ｽﾎﾟｰﾂ公園（他1施設）

大飯地域 県内避難先 県外避難先

おおい町 敦賀市※
敦賀市立粟野中学校

川西市
加茂小学校（他３施設）

小浜市 越前市
武生商業高等学校

姫路市
夢前ふれあいの館ﾌﾚﾝﾃﾞ

PAZ
5km

UPZ

30km

219

新規ページ

109



PAZ内の住民の施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力

 大飯地域及び高浜地域のPAZ内において施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力は、想定対象
人数4,682人（うち支援者965人を含む）について、バス71台、福祉車両71台（ストレッチャー仕様21台、
車椅子仕様50台）。

想定対象
人数

必要車両台数※1

備考
バス※２ 福祉車両※３

(ストレッチャー仕様)
福祉車両※３

(車椅子仕様)

学校・保育所の児童等の避難
1,151人

（児童等973人
＋職員178人）

26台
（児童等973人
＋職員178人）

0台 0台 保護者への引き渡しによりその分必要車両台数は減少

医療機関・社会福祉施設の入所者の避難
162人

（入所者数125人
＋職員数37人）

4台
（入所者数119人
＋職員数31人）

2台
(入所者2人

＋職員2人)

2台
(入所者4人

＋職員4人)

放射線防護対策が講じられた若狭高浜病院及び若狭高浜
病院付属介護老人保健施設（268人（入所者158人＋職員
110人））については、自施設内の放射線防護区域に移動し、
入所者等の避難に必要な体制が整うまで屋内退避を実施

医療機関・社会福祉施設の入所者のうち、
避難の実施により健康リスクが高まる者
及びその支援者の避難※4

135人
（入所者数88人
＋職員数47人）

0台
〇台

(入所者人
＋職員人)

〇台
(入所者人

＋職員人)

放射線防護対策が講じられた若狭高浜病院及び若狭高浜
病院付属介護老人保健施設（268人（入所者158人＋職員
110人））については、自施設内の放射線防護区域に移動す
るため、車両は不要。放射線防護対策が講じられていない
施設は、放射線防護施設に輸送。近距離のためピストン輸
送（4往復）を想定。

在宅の避難行動要支援者の避難
988人

（要支援者494人
＋支援者494人）

22台
(要支援者494人
＋支援者494人)

0台 0台 支援者の車両での避難によりその分必要車両台数は減少

在宅の避難行動要支援者のうち、避難の
実施により健康リスクが高まる者及びそ
の支援者を放射線防護施設に輸送※4

418人
（要支援者209人
＋支援者209人）

0台
9台

(要支援者20人
＋支援者20人)

95台
(要支援者189人
＋支援者189人)

放射線防護施設に輸送
高浜町（372人（要支援者186人+支援者186人））については、
近距離のためピストン輸送（4往復）を想定

観光施設から避難する一時滞在者 171人 4台 0台 0台
1日あたりの観光客数のうち、9割以上が自家用車で訪問し
ていることを踏まえ、その1割を想定対象人数として算入

海水浴場から避難する一時滞在者 668人 15台 0台 0台
１日あたりの海水浴客のうち、9割以上が自家用車で訪問し
ていることを踏まえ、その1割を想定対象人数として算入

合 計 4,682人 71台 〇台 〇台

220

※1 数字は現段階で関係市町が把握している暫定値

※3 福祉車両（ストレッチャー仕様）は1台当たり1人、福祉車両（車椅子仕様）は1台当たり2人の避難行動要支援者を搬送することを想定

※2 バスは１台当たり45人程度の乗車を想定

※4 「避難の実施により健康リスクが高まる者」は、輸送等の避難準備が整うまで放射線防護施設内に屋内退避（放射線防護施設から避難する場合には、別途車両の確保が必要）
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PAZ内の住民の施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力の確保

 大飯地域及び高浜地域で施設敷地緊急事態が発生した時には、在宅の要支援者の避難等のため
に、福井県の嶺南地方や舞鶴市内のﾊﾞｽ会社が保有する車両のほか、関西電力が配備する車両に
より、必要車両数を重複なく確保。

確保車両台数
備考

バス
福祉車両

(ストレッチャー仕様)
福祉車両

(車椅子仕様)

（A）必要車両台数 ７１台 ２１台 ５０台

（B）確保車両台数 計７１台 計２１台 計５０台

確
保
先

・おおい町、高浜町、小浜市
・社会福祉協議会等（３市町）

２台 ７台 ３０台

保有車両台数
バス １３台
福祉車両（ストレッチャー） ２６台
福祉車両（車椅子） ７２台

バス会社（福井県嶺南地方） ５９台 － －
保有車両台数

バス １９３台

・舞鶴市
・舞鶴市内の社会福祉施設

３台 １台 －

保有車両台数（舞鶴市）
バス ３台
福祉車両（ストレッチャー、車椅子兼用） ６台
福祉車両（車椅子） ５台

保有車両台数（社会福祉施設）
福祉車両（ストレッチャー） ３０台
福祉車両（車椅子） ４２台

舞鶴市内のバス会社等 ２台 １台 －
保有車両台数（バス会社等）

バス ８０台（乗合含む）
タクシー ３６台

関西電力 ５台 １２台 ２０台

保有車両台数
バス ５台
福祉車両（ストレッチャー、車椅兼用） ２１台
福祉車両（車椅子） １１台

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）が
必要に応じ支援を実施
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PAZ内の住民の全面緊急事態で必要となる輸送能力及びその確保

 大飯地域及び高浜地域のPAZ内において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、自家用車で避難
出来ない住民、合計247人分、ﾊﾞｽ11台。

 両地域で全面緊急事態が発生した時には、福井県の嶺南地方や舞鶴市内のﾊﾞｽ会社が保有する
車両のほか、関西電力が配備する車両により、必要車両数を重複なく確保。

 車両及び運転者については、福井県バス協会、京都府バス協会等の協力により、更に余裕を持っ
た台数・人数を確保。

想定対象人数 必要車両台数 備考

自家用車での避難ができない住民 ２４７人 １１台 １台当たり４５人程度の乗車を想定

※1 数字は現段階で地方公共団体が把握している暫定値

※1

＜両地域において全面緊急事態となった場合に必要となる輸送能力＞

確保車両台数
備考

バス

（A）必要車両台数 １１台

（B）確保車両台数 計１１台

確
保
先

バス会社［福井県嶺南地方］ ２台 保有車両台数 バス １９３台

舞鶴市 ３台 保有車両台数 バス ３台

舞鶴市内のバス会社 ２台

保有車両台数 バス ８０台（乗合含む）
タクシー ３６台

※タクシーを用いた避難が実施出来た分必要バ
ス台数は減少。

関西電力 ４台 保有車両台数 バス ５台

＜両地域において全面緊急事態となった場合の輸送能力の確保＞

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊 ）が必要に応じ支援を実施
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UPZ内の住民の避難先

大阪府

 大飯地域及び高浜地域のUPZ内の住民の県内避難先及び県外避難先は、重複なく確保済み。

高浜UPZ 大飯UPZ

府県内避難先 府県外避難先

福井県 ５市町 兵庫県 ２２市町

京都府
１５市町

（市内避難を含む）

兵庫県 １９市町

徳島県 ３市町

滋賀県
１市

（市内避難を含む）
大阪府 ３市
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福井県 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 ７１台 １０８台 ３９台
・ 住民の5%がﾊﾞｽによる一時移転等が必要と想定
・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

県内の車両保有数 ９０７台 ７０４台 ８９台
・ 福井県及び県内UPZ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

京都府 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 １，９３３台 ７７台 ４５台

・ 住民の75%がﾊﾞｽによる一時移転等が必要となると想定
・ 京都府内は、大飯UPZの京都市（292人）、南丹市の一部（7人）以外

は高浜のUPZに含まれているため、高浜のUPZの必要台数（車椅
子：76台、ｽﾄﾚｯﾁｬｰ45台）に、大飯のUPZである京都市分（車椅子：1
台）を加えた合計（南丹市の一部は福祉車両不要）

・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

府内の車両保有数 ２，３５０台 １７１台 １１０台
・ 京都府及び府内ＵＰＺ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

滋賀県 バス 車椅子車両 ストレッチャー車両 備考

必要車両台数 ５１台 ２台 ０台
・ 滋賀県は、高浜のUPZでは人口が0人のため、大飯地域のUPZ内
の合計数
・ 車椅子車両・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ車両はピストン輸送（１４往復）を想定

県内の車両保有数 ４３８台 ２５７台 ２５台
・滋賀県及び 県内UPZ市町における医療機関や社会福祉施設等に

おける保有台数の合計数（消防の保有する救急車の台数を除く）

府県タクシー協会に所属
するタクシー保有台数

福井県タクシー協会 ８４９台
京都府タクシー協会 ６，１５８台
滋賀県タクシー協会 １，０９６台

・ 一般タクシーは、車椅子（大型電動車椅子を除く）を荷台に積むこと
や座席のリクライニング利用や支援者の同伴により、福祉車両と同等
の輸送能力が確保可能

※ 施設敷地緊急事態及び全面緊急事態にて必要となるﾊﾞｽ及び福祉車両が再活用できないと仮定した場合であっても 、各府県の保有台数にて十分に確保可能（滋賀県はUPZのみであるため考慮しない）

※ 福祉車両の必要台数は、大飯地域の緊急時対応及び高浜地域の緊急時対応においてそれぞれ必要とされる台数を積算した数であり、大飯地域・高浜地域共通のUPZでは重複する台数もあるが、それでもな

お各府県の保有台数にて十分に確保可能

※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

UPZ内の住民の一時移転等で必要となる輸送能力及びその確保

 UPZ内で一時移転等の対象となる区域は、UPZ内全域ではなく、その一部に留まることが想定される点に留意。ここではあえて、大飯地
域及び高浜地域のUPZ内全域が、一時移転等を実施すると仮定した場合の輸送能力を確保する。

 大飯地域及び高浜地域のUPZ内全域において一時移転等を実施する場合であっても、必要となる輸送能力は確保できている。
 なお、府県内の輸送手段では不足する場合、関西広域連合等関係機関が府県及び隣接府県等の関係団体から輸送手段を調達する。
 なお、それでも必要車両数が確保できない場合には、国の原子力災害対策本部にて車両の確保に向けた調整を行う。

府県のバス会社が保有
するバス台数

福井県９０７台 京都府２，３５０台 滋賀県４３８台
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８．放射線防護資機材、物資、
燃料備蓄・供給体制
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７．放射線防護資機材、物資、
燃料備蓄・供給体制
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